
認められたので、本試験における無毒性量は雌雄で0．5ppm（雄：0．031mg／kg体重／   

【］、雌：0．037mg／kg体重／目）であると考えられた。（参照47）   

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ビーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた強制経口（原体：0、0．0002、0．001、   

〔・．005、0．02mg／kg体重／日）投与による1年間の慢性毒性試験が実施された。  

0．005mg／kg体重以上投与群の雌の血祭ChE活性の低下がみられたが、毒性所見   

（ヒ判断しなかった。それ以外の投与による影響は認められなかった。  

本試験における無毒性量は雌雄で0．02mg化g体重／日であると考えられた。（参照   

4＝8，46）  

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各60匹）を用いた混餌（原体：0、0．1、0．5、1．0、5．O ppm、   

平均検体摂取量は表18を参照）投与による2年間2の慢性毒性／発がん性併合試験が  

実施された。  

表18 ラット2年間慢性毒性／発がん性併合試験の平均検体摂取量  

投与群  0．1ppm  0．5ppm  1．Oppm  5．Oppm   

検体摂取量  雄   0．0044  0．022   0．045   0．222  

（mg／kg体重／目）  雌   0．0056  0．028   0．055   0．280  

なお、雄については死亡率が75％を上回る可能性があったため、投与開始後100  

週間で試験を終了したが、死亡動物数については各群に差はなく、投与の影響は認め  

られなかった。本試験の生存率は、当該系統の背景データの範囲内であった。   

5．Oppm投与群の雌雄で赤血球CbI∃活性の低下が、雌で自発運動量の減少、好酸  

球数の減少が認められたので本試験における無毒性量は雌雄で1．Oppm（雄：0．045  

】ng／kg体重／日、雌‥0．055mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認められ  

なかった。（参照49）   

なお、5．Oppm投与群の雌雄でみられた血祭CbE活性の低下については、毒性所  

見と判断しなかった。  

（3：22ケ月間発がん性試験（マウス）  

SWマウス（－一群雌雄各60匹）を用いた混餌（原体：0、0．1、0．5、1．0、5．O ppm、   

平均検体摂取量は表19を参照）投与による22ケ月間の発がん性試験が実施された。  

2：雄100週間、雌104週間。  
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表19 マウス22ケ月間発がん性試験の平均検体摂取量  

投与群  0．1ppm  0．5ppm  1．Oppm  5．Oppm   

検体摂取量  雄   0．014   0．072   0．141   0．705  

（mg戊g体重／日）  雌   0．020   0．097   0．189   1．008  

5．Oppm投与群の雌雄で赤血球ChE活性の低下、副腎皮質萎縮が、雄で副腎皮質  

限局性過形成、雌で十二指腸粘膜過形成が、1．Oppm以上投与群の雄で腎壊死性動脈  

炎が認められたので本試験における無毒性量は雄で0．5ppm（0．072皿g／kg体重／日）、  

雌で1．Oppm（0．189mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかっ  

た。   

なお、5．Oppm投与群の雌雄でみられた血祭ChE活性の低下については、毒性所  

見と判断しなかった。（参照50）  

12．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各25匹）を用いた混餌（原体：0、0．1、0．5、5．Oppm、平均   

検体摂取量は表20を参照）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物では5ppm投与群の雌雄で育成期間に体重増加抑制（Fl）、赤血球ChE活性   

の低下（P、Fl）、雌で哺育期間に体重増加抑制（Fl）、雄で脳比重量増加（Fl）が認めら  

れた。  

児動物では投与による影響は認められなかった。  

なお、5ppm投与群の雌雄でみられた血祭ChE活性の低下については、毒性所見  

と判断しなかった。  

本試験の無毒性量は親動物の雌雄で0．5ppm（P雄：0．025mg／kg体重／目、P雌＝   

0．034mg／kg体重／目、Fl雄‥0．028mg／kg体重／目、Fl雌＝0・037mg／kg体重／日）、   

児動物の雌雄で5ppm（Fl雄‥0．262mg／kg体重／日、Fl雌‥ 0・339mg／kg体重／日、   

F2雄：0．287mg／kg体重／目、F2雌＝0．373mg／kg体重／日）であると考えられた。繁殖   

能に対する影響は認められなかった。（参照51）  

表20 2世代繁殖試験における検体摂取量  

投与量（ppm）  0．1   0－5   5，0   

0．0052   0．025   0．262  
雄  

P世代  
検体摂取量  

雌   
0．0073   0．034   0．339  

（mg／kg体重／日）  

雄  0．0055   0．028   0．287  

Fl世代  

雌   
0．0075   0＿037   0．373   
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（2）発生毒性試験（ラット）  

SD ラット（一群雌25匹）の妊娠6～15 日に強制経口（原体：0、2．0、6．0、  

】8．Omg／kg体重／日）投与して発生毒性試験が実施された。  

母動物では、18mg／kg体重／日投与群で体重減少、体重増加抑制が、6mg／kg体重／   

日以上投与群で自発運動量減少、下痢、口腔分泌物、着色流涙、振戦等が認められた。  

胎児では18mg／kg体重／日投与群で低体重が、6mg／kg体重／日以上投与群で化骨   

遅延の発現頻度上昇が認められたので、本試験の無毒性量は母動物及び胎児で2．O   

rng／kg体重／日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照52）   

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌20匹）の妊娠7～19 日に強制経口（原体二 0、0．1、0．3、  

（し9mg／kg体重／日）投与して発生毒性試験が実施された。  

母動物では、0．9mg肱g体重／日で流産、過敏症、下痢、呼吸困難、よろめき歩行、運   

動失調、筋協調性低下及び衰弱が認められた。  

胎児ではカズサホス投与の影響は認められなかった。  

本試験の無毒性量は、母動物で0．3mg／kg体重／日、胎児で0．9mg／kg体重／日であ   

ると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参照53）  

13．遺伝毒性試験  

カズサホスの細菌を用いた復帰突然変異試験、ラット肝初代培養細胞を用いた不定   

期DNA合成試験、チャイニーズハムスター卵巣由来細胞（CHO）を用いた遺伝子突   

然変異試験、染色体異常試験、ラットを用いた元寝相染色体異常試験が実施されてお  

り、全ての試験において陰性の結果が得られた。したがって、カズサホスには生体に  

とって問題となる遺伝毒性はないものと考えられた。また、マウス胎児細胞   

】ミALB／3T3を用いた形質転換試験も実施されており、S9mix存在下で陽性反応が認め  

られた。ただし、認められた陽性反応は、用量反応関係がない点、同一用量での再現   

性もない点、長期毒性試験において発がん性が認められていない点を考慮すると、ヒ   

トの健康危害において問題となる所見ではないと考えられた（表21）。（参照54～   

（；1）  
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表21 遺伝毒性試験結果概要（原体）  
試験  対象   処理濃度・投与量  結果   

（mg／kg体重）  

血Iイわ・∂   復帰突然変異試  12～1200いg／プレート  
且如ム血〃カu皿  

験（∋  （＋S9mix）  陰性  
TA98，TAlOO，TA1535，  

3．4～340ドg／プレート  
TA1537，TA1538株  

（一S9mix）  

復帰突然変異試  

験②   
8～900トIg／プレート  

TA98，TAlO．0，TA1535，  
（＋／一S9mix）   

TA1537，TA1538株  

復帰突然変異試  20～313いg／プレート  

験③   （＋S9mix）  陰性  
且c（フムWP21Jmd株  

313～5000いg／プレー  

ト（－S9mix）  

遺伝子突然変異  チャイニーズハムスタ  試験1：   

試験   ー卵巣由来細胞（CHO）  110～140ドg／ml  

（＋S9mix）  

80～95巨g／ml  

（－S9mix）  
陰性  

試験2：  

5＿00～125．0トIg／ml  

（＋S9mix）  

2．50～75．0ドg／ml  

（－S9mix）  

染色体異常試験  チャイニーズハムスタ  13．1～ 78．8 いg／ml  陰性  

ー卵巣由来細胞（CHO）  （＋／－S9mix）  

肝UDS試験   SDラット初代培養肝  
陰性  

細胞   

形質転換試験   マ ウ ス 胎 児 細 胞  0．06～0．09トIg／ml   

BALB／3T3   （＋S9mix）  陽性  

0．01～0．07いg／ml  ＋S9mix  

（一S9mix）   

ムプlイドo  染色体異常試験  SDラット   雄：68．3mg此g体重   

（一群雌雄各5匹）   雌：68．3mg／kg体重  陰性  

（強制単回経口投与）   

注）＋卜S9mix二代謝活性化系存在下及び非存在下、＋S9mix‥代謝活性化系存在下  
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代謝物Gの細菌を用いた復帰突然変異試験が実施されており、試験結果は陰性で  

あった（表22）。（参照62）  

表22  遺伝毒性試験結果概要（代謝物G）  

試験   対象   投与量（mg／kg体重）   結果   

且¢pム血〟〟u皿   313～5000巨g／プレート   

冒然変異試験  （十／－S9mix）   

TA1537株  
陰性  

且c∂ムWP2ぴmd株  

注）＋十S9mix：代謝活性化系存在下及び非存在下  

14．その他の毒性試験  

（1）91日間亜急性毒性試験（イヌ）②：製法比較  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用い、旧製造工程による原体A及び新製造工程   

による原体A’を強制経口（原休：0、0．001、0，01、0．1mg耽g体重／日）投与し、91   

1ヨ間の亜急性毒性試験が実施された。  

旧製造工程による原体A及び新製造工程による原体A’の0．1mg／kg体重／日投与群  

の雌雄で赤血球CbE活性の低下が認められた。旧及び新原体投与動物の平均値を投   

」享・群別に比較した場合、値はほぼ同様であり、両者間で統計学的有意差は認められな  

かった。  

本試験における無毒性量は雌雄で0．01mg／kg体重／日であると考えられた。  

なお、本評価書中、新製造工程による原体を用いた毒性試験は、参照29、31、33、   

∠11、5’4、57及び61であり、その他の毒性試験には旧製造工程による原体を用いて   

いる 。（参照64）  
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Ⅲ．総合評価  

参照に挙げた資料を用いて農薬「カズサホス」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物代謝試験において、主な排泄経路は尿中であった。尿中からは   

カズサホスはわずかしか認められず、主要代謝物としてR、C等が認められた。糞中か   

らはカズサホス及び代謝物として微量ではあるがJ、C等が認められた。主要代謝経路   

は、リン酸エステル加水分解、又は加水分角牢により生成する1－メチ／レ1－プロパンチオ   

ール中間体のチオール基の酸化及びメチル化、続いてメチルスルフィド基のS原子の   

酸化、さらにプチル基の水酸化等であると考えられる。  

とうもろこし、バナナ及びはつかだいこんを用いた植物体内運命試験が実施されて   

おり、カズサホスは可食部ではほとんど認められず、代謝物としてG、H及びK等が   

認められた。  

土壌中運命試験が実施されており、カズサホスの土壌中半減期は好気的条件下で  

11．3～45日、嫌気的条件下で55日であり、好気的条件下及び嫌気的条件下での主要分   

解物はCO2であり、その他の分解物としてBが認められた。  

水中加水分解及び光分解試験が実施されており、加水分解試験でのカズサホスの半   

減期はpH9、25℃で179日であり、主要分解物としてCが認められ、PH5及び7では   

安定であった。光分解試験でのカズサホスの半減期は滅菌蒸留水及び河川水でそれぞ   

れ春期における東京（北緯350）の太陽光換算で32日及び15日であり、分解物とし   

てS及びT、U等が認められたが微量であった。  

火山灰軽埴土及び沖積壌土を用いて、カズサホス及び分解物Gを分析対象とした土   

壌残留試験（容器内及び圃場）が実施されており、半減期はカズサホスとして 28～46   

日であり、分解物Gは、ほとんどが検出限界以下（＜0．1ppm）であったことから半減   

期は計算されなかった。  

だいこん、かんしょ、きゆうり、トマト、いちご等を用いて、カズサホスを分析対   

象化合物とした作物残留試験が実施されており、最高値は6kg ai仙aで1回土壌混和し、   

混和後56日目に収穫したしその0．109mg丑gであったが、その後急速に減衰した。  

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をカズサホス（親化合物のみ）と設   

定した。  

カズサホスの急性経口 LD50はラットの雄で48～131mg／kg体重、雌で30～42   

mg／kg体重、マウスの雄で68～74mg／kg休重、雌で67～82皿g／kg体重、経皮LI）50   

はラットの雄で12～24mg／kg体重、雌で11～42mg／kg体重、吸入LC50はラットの   

雄で0．04皿gノL、雌で0．026mg／Lであった。  

代謝物Gの急性経口LD50は、ラットの雄で2580mg／kg体重、雌で2540mg／kg体   

重、であった。  

急性神経毒性試験で得られた無毒性量はラットで0．02mg耽g体重であった。急性神   

経毒性及び急性遅発性神経毒性は認められなかった。  

血祭CbE活性の低下については毒性学的に意義が小さいと考えられたことから、各   

試験で認められた血奨ChE活性の低下については毒性所見と判断しなかった。・  

亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで0．067mg／kg体重／目、イヌで0．09   

mg伎g体重／日であった。  
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慢性毒性及び発がん性試験で得られた無毒性量は、イヌで0．02mg／kg体重／日、マウ  

スで0．072mg／kg体重／日、ラットで0．045mg／kg体重／日であると考えられた。発がん  

性は認められない。   

三三世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットで0．025mg／kg体重／目であると考え  

られた。繁殖能に対する影響は認められなかった。   

発生毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの母動物及び胎児で2．0皿g／kg体重／目、  

ウサギの母動物で0．3mg肱g体重／日、胎児で0．9mg／kg体重／日であると考えられた。  

いずれも催奇形性は認められなかった。   

遺伝毒性試験は細菌を用いた復帰突然変異試験、ラット肝初代培養細胞を用いた不定  

期DNA合成試験、CHOを用いた遺伝子突然変異試験及び染色体異常試験、ラットを用  

いた血わ叩染色体異常試験が実施されており、全ての試験において陰性の結果が得られ  

ている。したがって、カズサホスは生体にとって問題となる遺伝毒性はないものと考え  

られた。   

また、マウス胎児細胞BALB／3T3を用いた形質転換試験も実施されており、S9mix存  

在‾Fで陽性反応が認められた。ただし、認められた陽性反応は、用量反応関係がない点、  

同一－用量での再現性もない点、長期動物試験において発がん性が認められていない点  

を考慮すると、ヒトの健康危苫において問題となる所見ではないと考えられた。   

代謝物Gの細菌を用いた復帰突然変異試験が実施されており、試験結果は陰性であ  

った。   

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表23に示されている。   

イヌの亜急性毒性試験の無毒性量が0．01mg耽g体重／日と最小値であるが、より長期  

で実施されたイヌの1年間慢性毒性試験の最高用量の0．02mg／kg体重／日でも毒性所見  

が認められないことを勘案して、ラットの2世代繁殖試験の中間用量である無毒性量  

の0．025mg／kg体重／日をADI設定根拠とした。  
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表23 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   試験   無毒性量  最小毒性量  備考1   

mg化g体重／日  mg／kg体重／日  

ラット  90 日間亜急性  雄：0．067   雄：0．327   雌雄：赤血球ChE活  

毒性試験   雌：0．076   雌：0．389   性の低下  

90 日間亜急性  雄：0．031   雄：20．0   雌雄：脳CbEの低下  

神経毒性試験  雌：0．037   雌：23．1   （神経毒性は認めら  

れない）  

2年間慢性毒  雄：0．045   雄：0．222   雌雄二赤血球ChE活  

性／発がん性併  雌：0．280   性の低下  

合試験   （発がん性は認めら  

れない）  

2世代繁殖試験  親動物：   親動物：   親動物  

P雄：0．025   P雄：0．262   雌雄（P、Fl）：赤血  

P雌：0．034   P雌：0．339   球ChE活性の低下  

Fl雄：0．028   Fl雄：0．287   （繁殖能に対する影  

Fl雌：0．037  Fl雌：0．373  響は認められない）  

児動物：  児動物：  

Fl雄：0．262  Fl雄：【  

Fl雌：0．339  Fl雌：－  

F2雄：0．287  F2雄：－  

F2雌：0．3ウ3  F2雌：－  

発生毒性試験  母動物及び胎  母動物及び胎児：  母動物：自発運動量  

児：2．0   6．0   減少等  

胎児：化骨遅延等  

（催奇形性は認めら  

れない）   

マウス  22 ケ月間発が  雄：0．072   雄：0．141   雄：腎壊死性動脈炎  

ん性試験   雌二 0．189   雌：1．008   雌：副腎皮質萎縮等  

（発がん性は認めら  

れない）   

ウサギ  発生毒性試験  母動物：0．3   母動物：0．9   母動物こ流産等  

胎児 ：0．9   胎児   （催奇形性は認めら  

れない）   

イヌ   91日間亜急性  雌碓：－  

毒性試験①   

91日間亜急性  雌雄二0．1   雌雄：赤血球ChE活  

毒性試験②   件の低下   
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1：備考に最／ト毒性量で認められた所見の概要を示す。  

－：最小毒性量は設定できなかった。   

食品安全委員会農薬専門調査会は、ラットを用いた 2 世代繁殖試験の無毒性量  

0，025mgnig体重をADI設定根拠として、安全係数100で除した0．00025】mg／kg体重／日  

を一日摂取許容量（ADI）とした。  

0．00025mg／kg体重／日  

繁殖試験  

ラット  

2世代  

混餌投与  

0．025mg／kg体重／日  

100  

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

B   旦．箪＝刀－ぶe（㌻プチルホスホロジチオリン酸   

C   gge（丁プチル（｝エチルホスホロチオリン酸   

D   ふβeC－プチル・プチルホスホロチオリン酸   

F   メチル 2－プチルスルホキシド   

G   メチル2－プチ／レスルホン   

H   メチルー1－メチルー2－ヒドロキシプロパンスルホン（スレオ体）   

メチルー1－メチ／レ2－ヒドロキシプロバンスルホン（エリスロ体）   

J   1－メチルプロパンスルホン酸   

K   2－ヒドロキシー1－メチルプロパンスルホン酸   

M   ジーβe（アブチルジスルフィド   

N   ブタンジオール   

Q   エタンスルホン酸   

R   メタンスルホン酸   

S   エチルー2－プチルスルホキシド   

T   エチルー2一プチルスルホン   

U   プチルー2－チオール   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

al   有効成分量   

CbE   コリンエステラーゼ   

FOB   Functional Obsevational Battery 

GC   ガスクロマトグラフィー   

Glob   グロブリン   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

NPD   窒素リン検出器   

RBC   赤血球数   

TAR   総投与放射能   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

作物名   PHI   
残留値（mg／kg）  

試験   使用量  回数  
カズサホス   

実施年   圃場数  （kgai仙a）  （回）   （目）  

最高値   平均値   

88   0．003   0．002  

ばれいしょ   95   0．003   0．003   

（露地）   
6   

102   0．005   0．004   

（塊茎）   134   0．008   0．007   

2003年   141   0．007   0．007  

148   0．008   0．008   

135   ＜0．005   ＜0．005  

さといも   142   ＜0．005   ＜0．005   

（露地）   149   0．008   0．007※   
9・   

（塊茎）   159   0．006   0．006   

2001年   166   ＜0．005   ＜0．005  

173   0．007   0．006   

かんしょ  
109   0．002   0．002  

（露地）  
116   0．001   0＿001※  

（塊根）   

2  9   120－123   0．004   0．002  

127   0．003   0．002   
1998年   134   0．003   0．002   

だいこん   57   0．010   0．007   

（施設）   2  
9   

64   0．007   0．005   

（根部）   2  7l   0．009   0．006   

1998年   78   0．007   0．004   

だいこん   2   13・15   0．010   0．002   

（施設）   2  18－22   0．008   0．006   

（葉部）   2  
9   

57・64   0．004   0．002※   

1998年   2  71・78   0．002   0．001文   

2   61－64   ＜0．001   く0．001  

2  68－71   ＜0．001   ＜0．001  

キヤ／ヾツ  3  75－78   ＜0＿001   ＜0．001   

（施設）   82   ＜0．001   ＜0．001   
6   

（茎葉）   89   く0．001   ＜0．001   

2003年   102   く0．001   ＜0．001  

109   く0．001   ＜0．001  

116   ＜0．001   く0．001   

1   43   0．002   0．002※  

レタス  2  49・50   0．005   仇003※   

（施設）   3  
6   

55－57   0．001   0．001※   

（茎葉）   3  62・64   ＜0．001   ＜0．001   

2003年   2  69・71   ＜0．001   く0．001  

78   ＜0．001   ＜0，001   

215   ＜0．005   ＜0．005  

ニンニク   222   く0＿005   ＜0．005   

（露地）   
9   

229   ＜0．005   く0＿005   

（鱗茎）   249   く0．005   ＜0．005   

2002年   256   ＜0．005   く0．005  

263   く0．005   ＜0．005   

トマト   49   ＜0．001   ＜0．001   

（施設）   2  53－56   0．001   0．001※   

（果実）   2  
9   

60－63   ＜0．001   ＜0．001   

2000年   67   く0．001   ＜0．001   
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作物名   PHI   
残留値（mg／kg）  

試験   使用量  回数  
カズサホス   

実施年   圃場数  （kgai瓜a）  （回）   （日）  

最高値   平均値   

34   ＜0．005   ＜0．005  
ナス   44   く0．005   ＜0．005   

（施設）   1  

9   1  

51   ＜0．005   ＜0．005   

（果実）   59   く0．005   ＜0．005   

2C・01年   66   ＜0．005   ＜0．005  

73   ＜仇005   ＜0．005   

きゆうり  

（施設）  
35－38   0．012   0．008  

（果実）  
2   9   1  42・45   0．007   0，005  

49・52   0．005   0．004   
1∈■98年  

スイカ  

（施設）   

2   9   1   

95   0．002   0．001※   

（果実）  102   0．001   0．001※   

1！198年  

メロン   76   0．002   0．002   

（施設）  
83   0．003   0．002  

（果実）  

2  9   89－90   0．004   0．003  

2（IOO年   
96   0．003   0．003  

1  103   0．003   0．002   

うれんそう  3   33－36   0．004   0．003  

（施設）  
5  39－43   0．032   0．007※  

（茎葉）  
6  6   46・50   0．016   0．005※  

2い03年   
3  53－55   0．006   0．005  

61   0．002   0．002   

62   0．011   0．011  

69   0．013   0．013  

76   0．009   0．007  
イチゴ   1  86   ＜0．001   ＜0．001   

（施設）   2  
6   

93－97   ＜0．001   ＜0．001   

（尾実）   2  ロ  ＜0．001   ＜0．001   

2り03年   111   ＜0．001   ＜0．001  

124   ＜0．001   ＜0．001  

1  131   く0．001   ＜0．001  

138   ＜0．001   ＜0．001   

だいず   123   ＜0．001   ＜0．001   

（露地）   2  
6   

130－133   ＜0．001   ＜0．001   

乾燥子実）   2  1                          137－140   ＜0．001   ＜0．001   

2い03年   1  147   ＜0．001   ＜0．001   

66   ＜0．001   ＜0．001  

1  73   ＜0．001   ＜0．001  

えだまめ   2  6   1  78－80   ＜0，001   ＜0．001  

85   0．002   0．002弊  

91   0．001   0．001※   

42   ＜0．001   ＜0．001  

49   ＜0．001   ＜0．001  

しそ   2  6   1  56   0－109   0．108※  

1  63   0．018   0．018  

1  70   0．009   0．008   

51   ＜0．001   ＜0．001  

ねぎ   
1  

6   
58   0．001   0．001※  

65   0．001   0．001※  

157   ＜0．001   ＜0．001   
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作物名   PHI . 
残留値（mg／kg）  

試験   使用量  回数  
カズサホス   

実施年   圃場数  （kgai几a）  （回）   （目）  

最高値   平均値  

1  164   ＜0．001   ＜0－001  

1  171   く0．001   く0．001   

1   88   0．003   0．002  

1  95   0．003   0．003  

2  96－98   ＜0．001※   ＜0．001※  

2  102－103   0．005   0．003※  

ばれいしょ  6   1  105   ＜0．001※   ＜0．001洋  

2  110－112   ＜0．001※   ＜0．001詳  

134   0．008   0．007  

141   0．007   0．007  

148   0．008   0．008   

注）ai：有効成分量、PHI：最終使用から収穫までの日数   

・試験には全てマイクロカプセル剤を土壌に混和して用いた。   

・一部に検出限界以下を含むデータの平均を計算する場合は検出限界値を検出したものとし  
て計算し、※印を付した。  

・全てのデータが検出限界以下の場合は検出限界値の平均に＜を付して記載した。  
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